
「Les 100 Roland Dyens volume2」 

アドバイス事項【A-Z】のまとめ 

A)親指を指定された弦のこの位置に置き、共鳴を弱める。 

B)弾いたばかりの弦の上に（ ）で示した指を置き、その響きを弱めるようにする。この動作は複数回

行うことができる（2 本の指を 2本の弦に）。 

C) 弾いた後でも、弾いてない後でも、親指を指した弦の上に置いて、指を上げることによって生じ

る（避けられない）振動や、その弦が前の音から受けた倍音振動を和らげる。 

D)低音弦が鳴らないように、最後の瞬間に指を垂直に持ち上げてください。 

E)キーキー音を出さないために、ポジション移動の際には低音弦に触れないようにする。 

F)ポルタメント / ポルタメント = 同じ弦で弾く 2 つの音の間をゆっくりと規則的に移動させるこ

と。注：グリッサンドとは逆に、2 つ目の音を再び弾く。 

G)7 フレット、12フレット以外のポジションで得られる全てのナチュラルハーモニクスは、ブリッ

ジからあまり離さず、できればアポヤンドで爪弾くと、より明瞭に聴こえます。 

* ハーモニックスをすぐに減衰させないように、手の形に丸みを持たせるように注意してください。 

H)音符は、書かれている音符の長さを超えて鳴るようにする。 

I)ここで、音を出している指を維持したまま（あるいは維持せずに）、その音の全期間を維持すること

を確認する。 

J)演奏している左手の指を持ち上げるだけで、必要以上に音を鳴らさないようにする。 

K)モルデントあるいは装飾音は、できる限り短く、痛烈に演奏しなさい。常に正確な調子で、決して、

前のめりにならないように（ほんのわずかでも）。 

L)任意のテクニカルスラー 

M)アルペジオ記号で指定されている場合を除き、和音や複音はすべて一緒に弾くこと。 

N)アポヤンドで弾くが、必ずしもフォルテではなく、アクセントもない。音符の頭の上か下にあるテ

ヌート記号に加えて、アクセントが表示されている場合のみ、アクセントとなる。 

O)アクセントの音（おおむねｆ）は、必ずしもアポヤンドとして演奏しなくてよい。 

P)「影の音」。これは、（ ）の中の指示された音を、たとえそれが演奏されなくても、倍音が、反響

するあるいはその用心のために指で押さえなさい。 

Q)フェイク・スラー：左手の指で、×印のついた音を多少強めに叩き、別の弦で弾く前の音と結びつ

けているように見せかける。 

T)正式な指使いに代わるもの。 

U) 左手だけで、弦の上にある×印の音を、強弱をつけながら叩きます。 

* 二重音を弾いた後、すぐに左手の指を上げると、スタッカート効果が得られます。 

** ここで、2 つの低音を親指だけで、つまり親指の外側の一部を使って減衰させます。これは奏者に

とってあまり普通のことではないかもしれませんが、できることなので見てみてください。 

 


